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１ 広域化・共同化メニュー効果検討（詳細） 
本資料では、「宮城県下水道広域化・共同化計画」で省略した効果算出過程について詳細を整

理する。 

 

１.１ ハード連携 

(1) 汚水処理施設の統廃合 

統廃合による費用効果算出にあたっては、統廃合する場合としない場合（単純更新する場合）

との年あたり費用による経済性比較を行う。 

経済性比較においては、管路接続延長及びマンホールポンプ（以下、MP）設置基数や、処理

場の増設や更新費用算出に係る日最大汚水量がパラメータとなる。 

 

 
図 １-１ 検討フロー 

 

概算費用及び効果（イメージ）を表 １-１及び図 １-２に示す。 

 

表 １-１ 経済性比較における費用項目 

 

 

 

 

  

STRAT

接続ルート設定 計画汚水量設定 算定条件設定

経済比較

パラメータ パラメータ

建設費 処理場（更新）※1 日最大汚水量 管路 接続延長

維持管理費 処理場※1 日最大汚水量 MP 設置基数
管路 接続延長
MP 設置基数

処理場（増分）※2 日最大汚水量

※1・・・対象とする汚水処理施設は接続元
※2・・・対象とする汚水処理施設は接続先

　 年あたり事業費【A】＜年あたり事業費【B】：現状維持
年あたり事業費【A】＞年あたり事業費【B】：統廃合

【B】統廃合する場合の費用【A】単純更新の場合の費用

項目項目

建設費

維持管理費
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図 １-２ 概算費用及び効果（イメージ） 

 

 

 

  

建設費
処理場（更新）

維持管理費
処理場

（A)単純更新
※統廃合なし

（B）統廃合

年あたり事業費

建設費
接続管路・MP
増設管路・MP

維持管理費
接続管路・MP

維持管理費
処理場（増分）

【効果】
○○円/年の削減削減効果額 
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 1)  計画汚水量の推計 

経済性比較検討にあたっては、接続元（統廃合対象）及び接続先の処理場の計画汚水量（日

最大汚水量：Qd（ /日））を設定する必要がある。 

 

(ア) 統廃合における計画目標年度 

国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）は、2020年から 2045年までの将来行政人口

の推計値を公表している。 

本検討では、社人研が約 25 年後の 2045 年までの推計値を公表していること、汚水処理施設

に関する上位計画は、効率的な整備のために長期（20～30年）を見据えた目標を設定すること

を考慮し、2035年を目標年度とする。 

 

(イ)計画汚水量の推計方法 

計画汚水量の推計フローを以下に示す。 

今後汚水量は人口減少に伴って減少していくと考えられることから、流入実績から算定した

日平均汚水量※に対して、将来行政人口（推計値）と現況行政人口（実績値）との比率を乗じ

て、計画目標年度における日平均汚水量を想定する。 

（※：令和元年度アンケート調査結果（平成 28年度実績）に基づく） 
 

当該汚水量に対して、「下水道施設計画・設計指針と解説」に記載の日平均：日最大の変動比

の中間値（0.75：1.0）を乗じて、計画目標年度における日最大汚水量を推計する。 

 

 
図 １-３ 計画汚水量の推計フロー 

 

  

÷0.75 
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表 １-２ 宮城県の行政人口実績と将来行政人口 

 
 

 

 

 

  

実績値 推計値 実績値 推計値

2016年 2035年 2016年 2035年
① ② ① ②

仙台市 1,042,135 1,015,478 仙塩流域下水道 319,195 290,825

石巻市 145,979 107,494 仙台市 144,393 140,700

塩竈市 54,534 42,409 塩竈市 54,534 42,409

気仙沼市 65,055 43,466 多賀城市 61,904 52,741

白石市 34,836 25,888 七ヶ浜町 19,062 14,426

名取市 77,612 80,769 利府町 36,067 36,959

角田市 29,843 23,282 富谷市 3,235 3,590

多賀城市 61,904 52,741 大和町 0 0

岩沼市 44,078 41,369 阿武隈川下流流域下水道 376,453 338,092

登米市 81,208 62,595 仙台市 57,280 55,815

栗原市 69,717 48,036 白石市 34,836 25,888

東松島市 40,086 33,841 名取市 77,612 80,769

大崎市 132,125 117,643 角田市 29,843 23,282

富谷市 52,307 58,051 岩沼市 44,078 41,369

蔵王町 12,342 9,432 蔵王町 12,342 9,432

七ヶ宿町 1,462 822 大河原町 23,512 22,079

大河原町 23,512 22,079 村田町 11,315 8,857

村田町 11,315 8,857 柴田町 37,844 35,201

柴田町 37,844 35,201 丸森町 13,989 8,566

川崎町 8,954 6,497 亘理町 33,802 26,834

丸森町 13,989 8,566 鳴瀬川流域下水道 50,934 41,919

亘理町 33,802 26,834 大崎市 26,179 23,309

山元町 12,414 8,854 美里町 24,755 18,610

松島町 14,592 10,606 吉田川流域下水道 91,517 92,939

七ヶ浜町 19,062 14,426 富谷市 49,072 54,461

利府町 36,067 36,959 大和町 28,388 27,399

大和町 28,388 27,399 大郷町 8,271 6,224

大郷町 8,271 6,224 大衡村 5,786 4,855

大衡村 5,786 4,855 北上川下流流域下水道 129,808 99,909

色麻町 7,035 5,707 石巻市 89,722 66,068

加美町 23,936 16,605 東松島市 40,086 33,841

涌谷町 16,666 12,253 北上川下流東部流域下水道 52,144 37,610

美里町 24,755 18,610 石巻市 45,614 33,588

女川町 6,530 4,022 女川町 6,530 4,022

南三陸町 13,290 8,349 迫川流域下水道 66,590 46,291

2,291,431 2,046,219 登米市 5,002 3,856

栗原市 61,588 42,435

※実績値：平成29年3月31日現在の住民基本台帳（宮城県震災復興・企画部統計課）
　推計値：日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）
　流域下水道の行政人口は、関連市町村の行政人口の合計値とした

市町村 市町村
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 2) 接続諸元の設定 

経済性比較検討にあたっては、接続管路の延長や、MP基数を設定する必要がある。 

本節では、これら接続管路や MP の施設諸元を設定するため、地形状況等を考慮した接続ル

ートの検討を行う。 

 

(ア)接続ルート 

接続ルートは、接続元（統廃合対象）の処理施設から、接続先の管路施設まで、公道上に敷

設することを基本とする。本検討では、25000分の 1電子地形図（国土地理院）に基づき、概略

の施設計画（接続延長及びMP基数の設定）を行う。 

 

(イ)接続管路の条件 

 接続管路の流下方式について、圧送管による整備を仮定し、1m当たり単価を採用する。 

 MP 基数について、本検討では接続元の施設位置に MP を 1 基（2 台）設置することを仮

定する。 

 

 3) 算定条件（設定単価）の設定 

処理場・管路・MPの建設費及び維持管理費は、「持続的な汚水処理システム構築に向けた都

道府県構想策定マニュアル」（以降、構想策定マニュアルとする）及び「流域別下水道整備総合

計画調査 指針と解説 平成 27 年 1 月 国土交通省水管理・国土保全局下水道部」（以降、流

総指針とする）に記載されている費用関数を用いて算定する。 

建設費については、上述の費用関数にて初期投資費（千円）を算出するとともに、当該費用

を年価値法により年あたり費用（千円/年）に換算した。 

本検討に用いた費用関数の一覧を表 １-３に示す。 

 



 

6 

 

表 １-３ 費用関数一覧 

 

 

備 考

建設費 α＝φ150mm C= (1.23×10^(-5)α^(2)+0.56×10^(-3)×α+9.26)×(102.5/92.0)×10 ≒ 107千円/m ※2

維持管理費 M= 0.06×(102.5/92.0) ≒ 0.0668千円/m ※2

建設費 C= 9,200×（102.5/92.0）≒ 10,250 千円/基 ※2

維持管理費 M= 220×（102.5/92.0）≒ 245 千円/基/年 ※2

Qd＜ 300 CT= 14,680×(Qd)^0.49×(102.5/93.4) CT：処理場建設費(千円) ※3

300 ≦Qd＜ 1,300 CT= 505,000×(Qd/1,000)^0.64×(102.5/93.4) ※3

1,300 ≦Qd＜ 10,000 CT= 1,380,000×(Qd/1,000)^0.42×(102.5/91.4) Qd：日最大汚水量(m3/日) ※1

10,000 ≦Qd＜ 500,000 CT= 1,550,000×(Qd/1,000)^0.58×(102.5/91.4) ※1

500,000 ≦Qd CT= 1,550,000×(Qd/1,000)^0.58×(102.5/91.4) ※1

Qd＜ 300 MT= 166×Qd^0.66×(102.5/93.4) MT：処理場維持管理費(千円/年) ※3

300 ≦Qd＜ 1,300 MT= 19,900×(Qd/1,000)^0.78×(102.5/93.4) ※3

1,300 ≦Qd＜ 10,000 MT= 28,600×(Qd/1,000)^0.58×(102.5/93.4) Qd：日最大汚水量(m
3
/日) ※3

10,000 ≦Qd MT= 18,800×(Qd/1,000)^0.69×(102.5/93.4) ※3

管渠 72 年 工種別構成比

MP 25 年 土木建築：機械電気＝0.338：0.662 1997年度 92.0

処理場 33 年 2006年度 91.4

処理場（土木建築） 50 年 2007年度 93.4

処理場（機械電気） 25 年 2017年度 102.5

※1　2006年単価を2017年単価に変換 (×102.5/91.4)(2015年度＝100.0 )

※2　1997年単価を2017年単価に変換 (×102.5/92.0)(2015年度＝100.0 )

※3　2007年単価を2017年単価に変換 (×102.5/93.4)(2015年度＝100.0 )

※4　持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル 平成26年1月（国土交通省、農林水産省、環境省）

2015年度基準デフレーター

建 設 費 ･ 維 持 管 理 費 適 用 範 囲 費 用 関 数 ま た は 単 価

維持管理費

耐用年数

出 典

管路施設

H26.1 構想策定ﾏﾆｭｱﾙ
※4

MP

処理場

建設費
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【処理場更新費の工種別構成比（土木建築：機械電気）について】 

処理場更新費（建設費）は、前述の費用関数に基づき、土木建築の費用と機械電気設備の

費用が合計された総費用（円）として算出する。年あたり費用（円/年）に換算する際には、

それぞれの工種別の耐用年数（土木建築：50年、機械電気：25年）を考慮して換算する必要

があるため、総費用に対する土木建築と機械電気の工種別構成比を設定する必要がある。 

本検討における土木建築と機械電気の工種別構成比は、流総指針に記載の二次処理施設建

設費の工種別構成比を参考とする。 

具体的には、統廃合対象の処理施設の多くが比較的小規模な農業集落排水処理施設である

ことを踏まえ、オキシデーションディッチ法（現場打ち）の平均工種別構成比（土木建築：

機械電気＝0.338：0.662）を採用する。 

二次処理施設建設費の工種別構成比を以下に示す。 

 

表 １-４ 二次処理施設建設費の工種別構成比 

 
     土木建築：16.6+17.2=33.8％ 

     機械電気：40.0+26.2=66.2％ 

（出典：流総指針）      
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 4) 効果検討結果 

汚水処理施設の統廃合による効果の結果を以降に示す。なお、仙台市の統廃合については、

市の検討結果を採用しているため、ここでは詳細を示していない。 

効果検討を行ったケースを表 １-５に示す。 
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表 １-５ 汚水処理施設の統廃合による効果検討を行ったケース 
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各ケースの計算の流れをケース（ア）を例として、以下に示す。なお、各ケースにおける諸

元にあたる部分を赤字、諸元により変わる費用関数部分を緑字、各計算結果を青字で示す。 

 

【計画汚水量】 

大和町の宮床地区の 2016 年度日平均汚水量は 231 m3/日、2016 年度末行政人口は 28,388 人、

2035 年将来人口は 27,399 人であることから 2035 年日平均汚水量及び 2035 年日最大汚水量は

以下のとおりに推計した。 

  ,   

  ,   
 0.965 （2035 年将来/現況行政人口比率） 

231 × 0.965  222.9 m3/日 （2035 年日平均汚水量） 

222.9 ÷ 0.75  297.2 m3/日 （2035 年日最大汚水量） 
 

また、接続先の黒川処理区（吉田川流域下水道）の 2016 年度日平均汚水量は 28,486 m3/日、

黒川処理区（吉田川流域下水道）の関連市町村の 2016 年度末行政人口の合計は 91,517 人、関

連市町村の 2035 年将来人口の合計は 92,939 人であることから 2035 年日平均汚水量及び 2035

年日最大汚水量は以下のとおりに推計した。 

  ,   

  ,   
 1.016 （2035 年将来/現況行政人口比率） 

28,486 × 1.016  28,941.8 m3/日 （2035 年日平均汚水量） 

28,941.8 ÷ 0.75  38,589.1 m3/日 （2035 年日最大汚水量） 
 

以上より、統廃合後の接続先の黒川処理区（吉田川流域下水道）の 2035 年日平均汚水量及び

2035 年日最大汚水量は以下のとおりになる。 

222.9 + 28,941.8  29,164.7 m3/日 （2035 年日平均汚水量） 

29,164.7 ÷ 0.75  38,886.3 m3/日 （2035 年日最大汚水量） 

 

【単純更新する場合（統廃合しない）】 

〈建設費（処理場改築更新費）〉 

2035 年日最大汚水量は、297.2m3/日であることから、建設費（処理場改築更新費）は、 

  = 14,680 × (  ) .  ×  
   . 

  . 
  (  < 300) より、以下のとおりとなる。 

14,680 × 297.2 .  ×  
   . 

  . 
  262,360 千円 

 
処理場改築更新費 262,360 千円のうち、土木建築が 33.8％、機械電気が 66.2％と考え、土

木建築の耐用年数を 50 年、機械電気の耐用年数を 25 年とすると、それぞれの年あたり費用は

以下のとおりとなる。 

土木建築の年あたり費用：262,360 × 0.338 ÷ 50  1,774 千円/年 

機械電気の年あたり費用：262,360 × 0.662 ÷ 25  6,947 千円/年 
 

よって、年あたり建設費は以下のとおりとなる。 

1,774 + 6,947 = 8,721 千円/年 （①）  
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〈維持管理費〉 

2035 年日最大汚水量は、297.2 m3/日であることから、維持管理費は、 

  = 166 ×   
 .  ×  

   . 

  . 
  (  < 300)  より、以下のとおりとなる。 

166 × 297.2 .  ×  
   . 

  . 
  7,811 千円/年 （③） 

 

〈単純更新する場合（統廃合しない）の費用〉 

単純更新する場合（統廃合しない）の費用は①+③であることから、以下のとおりとなる。 

8,721 + 7,811 = 16,532 千円/年 （A） 

 

 

【統廃合する場合】 

<管渠建設費> 

接続元の宮床地区と黒川処理区を接続するための管渠延長は、3,496 m であり、耐用年数を

72 年とすると、年あたり管渠建設費は以下のとおりとなる。なお、管渠建設費単価は表 1-3 よ

り 107 千円/m とする。 

3,496 × 107 ÷ 72  5,195 千円/年 

 

〈ＭＰ建設費〉 

接続元の宮床地区と黒川処理区を接続するためのＭＰは、1 基であり、耐用年数を 25 年とす

ると、ＭＰ建設費は以下のとおりとなる。なお、MP 建設費単価は表 1-3 より 10,250 千円/基と

する。 

1 × 10,250 ÷ 25  410 千円/年 

 

〈統廃合の建設費〉 

統廃合の建設費は、管渠及びＭＰの建設費の合計であることから、以下のとおりとなる。 

5,195 + 410 = 5,605 千円/年 （②） 

 

〈管渠維持管理費〉 

接続元の宮床地区と黒川処理区を接続するための管渠延長は、3,496 m であることから、管

渠維持管理費は以下のとおりとなる。なお、管渠維持管理費単価は表 1-3 より 0.0668 千円/m

とする。 

3,496 × 0.0668  234 千円/年 

 

〈ＭＰ維持管理費〉 

接続元の宮床地区と黒川処理区を接続するためのＭＰは、1 基であることから、MP 維持管理

費は以下のとおりとなる。なお、MP 維持管理費単価は表 1-3 より 245 千円/基とする。 

1 × 245 = 245 千円/年 
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〈処理場維持管理費（増分）〉 

統廃合前の接続先の黒川処理区の 2035 年日最大汚水量は 38,589.1 m3/日、統廃合後の接続

先の黒川処理区の 2035 年計画日最大汚水量は 38,886.3 m3/日であることから、宮床地区の接

続に伴う流入水量増加による黒川処理区の処理場維持管理費（増分）は、 

18,800 ×  
  

 ,   
 

 .  
×  

   . 

  . 
  (10,000    )  より、以下のとおりとなる。 

18,800 ×  
  ,   . 

 ,   
 

 .  
×  

   . 

  . 
  18,800 ×  

  ,   . 

 ,   
 

 .  
×  

   . 

  . 
  1,361 千円/年 

 

〈統廃合の維持管理費〉 

統廃合の維持管理費は、管渠、ＭＰ及び処理場（増分）の合計であることから、以下のとお

りとなる。 

234 + 245 + 1,361 = 1,840 千円/年 （④） 

 

〈統廃合する場合の費用〉 

統廃合する場合の費用は②+④であることから、以下のとおりとなる。 

5,605 + 1,840 = 7,445千円/年 （B） 

 

 

【経済性比較結果】 

〈建設費〉 

建設費における経済性比較結果は①-②であることから、以下のとおりとなり、統廃合が有利

となる。 

8,721（①）  5,605（②） = 3,116 千円/年 

 

〈維持管理費〉 

維持管理費における経済性比較結果は③-④であることから、以下のとおりとなり、統廃合が

有利となる 

7,811（③）  1,840（④） = 5,971 千円/年 

 

〈建設費及び維持管理費〉 

建設費及び維持管理費における経済性比較結果は A-B であることから、以下のとおりとなり、

統廃合が有利となる 

16,532（ ）  7,445（ ） = 9,087 千円/年 
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(ア) 大和町宮床地区→大和町黒川処理区（黒川ブロック） 

 

表 １-６ 計画汚水量の推計結果（大和町宮床地区→大和町黒川処理区） 

 

 

表 １-７ 経済性比較検討結果（大和町宮床地区→大和町黒川処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 大和町
宮床地

区
宮床地区

宮床地区農業集落
排水処理施設

231.0 28,388 27,399 0.965 222.9 297.2

接続先 大和町
吉田川
流域関
連公共

黒川処理区 大和浄化センター 28,486.0 91,517 92,939 1.016 28,941.8 38,589.1

統廃合
後

大和町
吉田川
流域関
連公共

黒川処理区 大和浄化センター 28,717.0 29,164.7 38,886.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （基）
接続元 大和町 農集排 宮床地区 297.2
接続先 大和町 流域 黒川処理区 38,589.1

統廃合後 大和町 流域 黒川処理区 38,886.3 0 3,496 3,496 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,774 管路 5,195
機械電気 6,947 MP 410
計（①） 8,721 計（②） 5,605

7,811 管路 234
16,532 MP 245

処理場
（増分）

1,361

計（④） 1,840
7,445

建設費 ①-② 3,116
維持管理費 ③-④ 5,971

計 A-B 9,087

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

宮床地区農業集落排水処理施設（大和町）を大和浄化センター（大和町：

吉田川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 大和浄化センター 大和町 
宮床地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 3.50 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

9,087 千円/年 

スケジュール 令和 7 年に統廃合予定 
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(イ) 大郷町粕川地区→大郷町黒川処理区（黒川ブロック） 

 

表 １-８ 計画汚水量の推計結果（大郷町粕川地区→大郷町黒川処理区） 

 

 

表 １-９ 経済性比較検討結果（大郷町粕川地区→大郷町黒川処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 大郷町
粕川地

区
粕川地区

粕川地区農業集
落排水処理施設

162.0 8,271 6,224 0.753 122.0 162.7

接続先 大郷町
吉田川流
域関連公

共
黒川処理区

大和浄化セン
ター

28,486.0 91,517 92,939 1.016 28,941.8 38,589.1

統廃合
後

大郷町
吉田川流
域関連公

共
黒川処理区

大和浄化セン
ター

28,648.0 29,063.8 38,751.8

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （基）

接続元 大郷町 粕川地区 粕川地区 162.7

接続先 大郷町
吉田川流域関連
公共

黒川処理区 38,589.1

統廃合後 大郷町
吉田川流域関連
公共

黒川処理区 38,751.8 0 2,981 2,981 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,320 管路 4,430
機械電気 5,171 MP 410
計（①） 6,491 計（②） 4,840

5,248 管路 199
11,739 MP 245

処理場
（増分）

746

計（④） 1,190
6,030

建設費 ①-② 1,651
維持管理費 ③-④ 4,058

計 A-B 5,709

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

粕川地区農業集落排水処理施設（大郷町）を大和浄化センター（大郷町：

吉田川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 大和浄化センター 大郷町 
粕川地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 2.98 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

5,709 千円/年 

スケジュール 令和 8 年に統廃合予定 
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(ウ) 美里町彫堂地区→美里町志田処理区（県北ブロック） 

 

表 １-１０ 計画汚水量の推計結果（美里町彫堂地区→美里町志田処理区） 

 

 

表 １-１１ 経済性比較検討結果（美里町彫堂地区→美里町志田処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 美里町
彫堂地

区
彫堂地区

美里町彫堂団地汚
水処理場

92.0 24,755 18,610 0.752 69.2 92.3

接続先 美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン

ター
6,226.0 50,934 41,919 0.823 5,124.0 6,832.0

統廃合
後

美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン
ター

6,318.0 5,193.2 6,924.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 美里町 農集排 彫堂地区 92.3
接続先 美里町 流域 志田処理区 6,832.0

統廃合後 美里町 流域 志田処理区 6,924.3 0 251 251 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,000 管路 373
機械電気 3,917 MP 410
計（①） 4,917 計（②） 783

3,610 管路 17
8,527 MP 245

処理場
（増分）

747

計（④） 1,009
1,792

建設費 ①-② 4,134
維持管理費 ③-④ 2,601

計 A-B 6,735

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

美里町彫堂団地汚水処理場（美里町）を鹿島台浄化センター（美里町：鳴

瀬川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 鹿島台浄化センター 美里町 
美里町彫堂団地汚水

処理場 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 0.25 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

6,735 千円/年 

スケジュール 令和 12 年に統廃合予定 

 

 

  



 

19 

 

(エ) 美里町山前地区→美里町志田処理区（県北ブロック） 

 

表 １-１２ 計画汚水量の推計結果（美里町山前地区→美里町志田処理区） 

 

 

表 １-１３ 経済性比較検討結果（美里町山前地区→美里町志田処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 美里町
山前地

区
山前地区

美里町山前住宅団
地汚水処理場

121.0 24,755 18,610 0.752 91.0 121.3

接続先 美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン

ター
6,226.0 50,934 41,919 0.823 5,124.0 6,832.0

統廃合
後

美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン
ター

6,347.0 5,215.0 6,953.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 美里町 農集排 山前地区 121.3
接続先 美里町 流域 志田処理区 6,832.0

統廃合後 美里町 流域 志田処理区 6,953.3 0 152 152 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,143 管路 226
機械電気 4,478 MP 410
計（①） 5,621 計（②） 636

4,323 管路 10
9,944 MP 245

処理場
（増分）

982

計（④） 1,237
1,873

建設費 ①-② 4,985
維持管理費 ③-④ 3,086

計 A-B 8,071

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

美里町山前住宅団地汚水処理場（美里町）を鹿島台浄化センター（美里町：鳴瀬

川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 鹿島台浄化センター 美里町 
美里町山前住宅団地

汚水処理場 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 0.15 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

8,071 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 13 年に統廃合予定 
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(オ) 美里町峯山地区→美里町志田処理区（県北ブロック） 

 

表 １-１４ 計画汚水量の推計結果（美里町峯山地区→美里町志田処理区） 

 

 

表 １-１５ 経済性比較検討結果（美里町峯山地区→美里町志田処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 美里町
峯山地

区
峯山地区

美里町峯山住宅団
地汚水処理場

365.0 24,755 18,610 0.752 274.5 366.0

接続先 美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン

ター
6,226.0 50,934 41,919 0.823 5,124.0 6,832.0

統廃合
後

美里町
鳴瀬川
流域関
連公共

志田処理区
鹿島台浄化セン
ター

6,591.0 5,398.5 7,198.0

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 美里町 農集排 峯山地区 366.0
接続先 美里町 流域 志田処理区 6,832.0

統廃合後 美里町 流域 志田処理区 7,198.0 0 70 70 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,969 管路 104
機械電気 7,713 MP 410
計（①） 9,682 計（②） 514

9,971 管路 5
19,653 MP 245

処理場
（増分）

2,940

計（④） 3,190
3,704

建設費 ①-② 9,168
維持管理費 ③-④ 6,781

計 A-B 15,949

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

美里町峯山住宅団地汚水処理場（美里町）を鹿島台浄化センター（美里町：鳴瀬

川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 鹿島台浄化センター 美里町 
美里町峯山住宅団地汚

水処理場 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 0.07 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

15,949 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 14 年に統廃合予定 
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(カ) 名取市大曲地区→名取市阿武隈川下流処理区（県南ブロック） 

 

 

 

 
 

 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 名取市
大曲地

区
大曲地区 大曲処理センター 199.5 77,612 80,769 1.041 207.7 276.9

接続先 名取市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,590.7 376,453 338,092 0.898 85,840.4 114,453.9

統廃合
後

名取市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,790.2 86,048.1 114,730.8

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 名取市 農集排 大曲地区 276.9

接続先 名取市 流域 阿武隈川下流処理区 114,453.9

統廃合後 名取市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,730.8 0 1,750 1,750 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,713 管路 2,601
機械電気 6,711 MP 410
計（①） 8,424 計（②） 3,011

7,454 管路 117
15,878 MP 245

処理場
（増分）

906

計（④） 1,268
4,279

建設費 ①-② 5,413
維持管理費 ③-④ 6,186

計 A-B 11,599

単純更新する場合（統廃合しない）

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

A-B≧0であるため、統廃合有利

維持管理費

統廃合する場合
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概略 

大曲処理センター（名取市）を県南浄化センター（名取市：阿武隈川下流

流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施

設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 県南浄化センター 名取市 大曲処理センター 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 1.75 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

11,599 千円/年 

スケジュール 令和 7 年に統廃合予定 
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(キ) 角田市金津地区→角田市阿武隈川下流処理区（県南ブロック） 

 

表 １-１６ 計画汚水量の推計結果（角田市金津地区→角田市阿武隈川下流処理区） 

 

 

表 １-１７ 経済性比較検討結果（角田市金津地区→角田市阿武隈川下流処理区） 

  

 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 角田市
金津地

区
金津地区

金津クリーンセン
ター

171.5 29,843 23,282 0.780 133.8 178.4

接続先 角田市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,590.7 376,453 338,092 0.898 85,840.4 114,453.9

統廃合
後

角田市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,762.2 85,974.2 114,632.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 角田市 農集排 金津地区 178.4

接続先 角田市 流域
阿武隈川下流処理
区

114,453.9

統廃合後 角田市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,632.3 0 1,481 1,481 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,381 管路 2,201
機械電気 5,410 MP 410
計（①） 6,791 計（②） 2,611

5,577 管路 99
12,368 MP 245

処理場
（増分）

584

計（④） 928
3,539

建設費 ①-② 4,180
維持管理費 ③-④ 4,649

計 A-B 8,829

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

金津クリーンセンター（角田市）を県南浄化センター（角田市：阿武隈川

下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 県南浄化センター 角田市 
金津クリーンセンタ

ー 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 1.48 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

8,829 千円/年 

スケジュール 令和 7 年に統廃合予定 
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(ク) 角田市高倉地区→角田市阿武隈川下流処理区（県南ブロック） 

 

表 １-１８ 計画汚水量の推計結果（角田市高倉地区→角田市阿武隈川下流処理区） 

 

 

表 １-１９ 経済性比較検討結果（角田市高倉地区→角田市阿武隈川下流処理区） 

  

 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 角田市
高倉地

区
高倉地区

高倉クリーンセン
ター

113.7 29,843 23,282 0.780 88.7 118.3

接続先 角田市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,590.7 376,453 338,092 0.898 85,840.4 114,453.9

統廃合
後

角田市
阿武隈
川下流
流域関

阿武隈川下流
処理区

県南浄化センター 95,704.4 85,929.1 114,572.2

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 角田市 農集排 高倉地区 118.3

接続先 角田市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,453.9

統廃合後 角田市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,572.2 0 2,344 2,344 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,129 管路 3,483
機械電気 4,424 MP 410
計（①） 5,553 計（②） 3,893

4,253 管路 157
9,806 MP 245

処理場
（増分）

387

計（④） 789
4,682

建設費 ①-② 1,660
維持管理費 ③-④ 3,464

計 A-B 5,124

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

高倉クリーンセンター（角田市）を県南浄化センター（角田市：阿武隈川

下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 県南浄化センター 角田市 
高倉クリーンセンタ

ー 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 2.34 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

5,124 千円/年 

スケジュール 令和 17 年に統廃合予定 
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(ケ) 岩沼市長岡地区→岩沼市阿武隈川下流処理区（県南ブロック） 

 

表 １-２０ 計画汚水量の推計結果（岩沼市長岡地区→岩沼市阿武隈川下流処理区） 

 

 

表 １-２１ 経済性比較検討結果（岩沼市長岡地区→岩沼市阿武隈川下流処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 岩沼市
農業集
落排水

長岡地区
クリーンセンター長

岡
333.0 44,078 41,369 0.939 312.7 416.9

接続先 岩沼市 流関
阿武隈川下流

処理区
県南浄化センター 95,590.7 376,453 338,092 0.898 85,840.4 114,453.9

統廃合
後

岩沼市 流関
阿武隈川下流

処理区
県南浄化センター 95,923.7 86,153.1 114,870.8

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 岩沼市 農集排 長岡地区 416.9

接続先 岩沼市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,453.9

統廃合後 岩沼市 流域
阿武隈川下流
処理区

114,870.8 0 861 861 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 2,140 管路 1,280
機械電気 8,383 MP 410
計（①） 10,523 計（②） 1,690

11,037 管路 58
21,560 MP 245

処理場
（増分）

1,364

計（④） 1,667
3,357

建設費 ①-② 8,833
維持管理費 ③-④ 9,370

計 A-B 18,203

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

クリーンセンター長岡（岩沼市）を県南浄化センター（岩沼市：阿武隈川

下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 県南浄化センター 岩沼市 
クリーンセンター長

岡 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 0.86 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

18,203 千円/年 

スケジュール 令和 7 年に統廃合予定 
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(コ) 登米市石森地区→登米市迫処理区（登米・栗原ブロック） 

 

表 １-２２ 計画汚水量の推計結果（登米市石森地区→登米市迫処理区） 

 

 

表 １-２３ 経済性比較検討結果（登米市石森地区→登米市迫処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 登米市
石森地

区
石森地区

石森地区農業集落
排水処理施設

216.5 81,208 62,595 0.771 166.9 222.5

接続先 登米市
単独公

共
迫処理区

佐沼環境浄化セン
ター

8,145.0 81,208 62,595 0.771 6,279.8 8,373.1

統廃合
後

登米市
単独公

共
迫処理区

佐沼環境浄化セン
ター

8,361.5 6,446.7 8,595.6

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 登米市 農集排 石森地区 222.5
接続先 登米市 単独公共 迫処理区 8,373.1

統廃合後 登米市 単独公共 迫処理区 8,595.6 0 3,241 3,241 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,539 管路 4,816
機械電気 6,029 MP 410
計（①） 7,568 計（②） 5,226

6,452 管路 216
14,020 MP 245

処理場
（増分）

1,650

計（④） 2,111
7,337

建設費 ①-② 2,342
維持管理費 ③-④ 4,341

計 A-B 6,683

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

石森地区農業集落排水処理施設（登米市）を佐沼環境浄化センター（登米

市：単独）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

登米市 佐沼環境浄化センター 登米市 
石森地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 3.24 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

6,683 千円/年 

スケジュール 令和 9 年に統廃合予定 
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(サ) 登米市宝江地区→登米市迫処理区（登米・栗原ブロック） 

 

表 １-２４ 計画汚水量の推計結果（登米市宝江地区→登米市迫処理区） 

 

 

表 １-２５ 経済性比較検討結果（登米市宝江地区→登米市迫処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 登米市
宝江地

区
宝江地区

中田宝江地区農業
集落排水処理施設

255.6 81,208 62,595 0.771 197.1 262.8

接続先 登米市
単独公

共
迫処理区

佐沼環境浄化セン
ター

8,145.0 81,208 62,595 0.771 6,279.8 8,373.1

統廃合
後

登米市
単独公

共
迫処理区

佐沼環境浄化セン
ター

8,400.6 6,476.9 8,635.9

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 登米市 宝江地区 宝江地区 262.8
接続先 登米市 単独公共 迫処理区 8,373.1

統廃合後 登米市 単独公共 迫処理区 8,635.9 0 1,135 1,135 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,670 管路 1,687
機械電気 6,541 MP 410
計（①） 8,211 計（②） 2,097

7,202 管路 76
15,413 MP 245

処理場
（増分）

1,946

計（④） 2,267
4,364

建設費 ①-② 6,114
維持管理費 ③-④ 4,935

計 A-B 11,049

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

中田宝江地区農業集落排水処理施設（宝江地区）（登米市）を佐沼環境浄化セン

ター（登米市：単独公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

登米市 佐沼環境浄化センター 登米市 
中田宝江地区農業集

落排水処理施設 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 1.14 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

11,049 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 10 年に統廃合予定 
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(シ) 栗原市南郷処理区→栗原市迫川処理区（登米・栗原ブロック） 

 

表 １-２６ 計画汚水量の推計結果（栗原市南郷処理区→栗原市迫川処理区） 

 

 

表 １-２７ 経済性比較検討結果（栗原市南郷処理区→栗原市迫川処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④ ⑥=⑤/0.75

接続元 栗原市 南郷地区 南郷地区
南郷農業集落排水処

理施設
171.2 61,588 42,435 0.689 118.0 157.3

接続先 栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,537.0 66,590 46,291 0.695 3,848.2 5,130.9

統廃合
後

栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,708.2 3,966.2 5,288.2

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 栗原市 農集排 南郷地区 157.3
接続先 栗原市 流域 迫川処理区 5,130.9

統廃合後 栗原市 流域 迫川処理区 5,288.2 0 2,715 2,715 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,299 管路 4,035
機械電気 5,086 MP 410
計（①） 6,385 計（②） 4,445

5,132 管路 181
11,517 MP 245

処理場
（増分）

1,431

計（④） 1,857
6,302

建設費 ①-② 1,940
維持管理費 ③-④ 3,275

計 A-B 5,215

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

南郷地区農業集落排水処理施設（栗原市）を石越浄化センター（栗原市：迫川

流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石越浄化センター 栗原市 
南郷地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に

伴う整備

内容 

管路： 2.72 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組によ

る 

効果 

年あたり費用 

5,215 千円/年 

スケジュ

ール 
令和 5 年に統廃合予定 
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(ス) 栗原市大川口地区→栗原市迫川処理区（登米・栗原ブロック） 

 

表 １-２８ 計画汚水量の推計結果（栗原市大川口地区→栗原市迫川処理区） 

 

 

表 １-２９ 経済性比較検討結果（栗原市大川口地区→栗原市迫川処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④ ⑥=⑤/0.75

接続元 栗原市
大川口地

区
大川口地区

大川口農業集落排水
処理施設

68.3 61,588 42,435 0.689 47.1 62.8

接続先 栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,537.0 66,590 46,291 0.695 3,848.2 5,130.9

統廃合
後

栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,605.3 3,895.3 5,193.7

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 栗原市 農集排 大川口地区 62.8
接続先 栗原市 流域 迫川処理区 5,130.9

統廃合後 栗原市 流域 迫川処理区 5,193.7 0 936 936 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 828 管路 1,391
機械電気 3,244 MP 410
計（①） 4,072 計（②） 1,801

2,800 管路 63
6,872 MP 245

処理場
（増分）

574

計（④） 882
2,683

建設費 ①-② 2,271
維持管理費 ③-④ 1,918

計 A-B 4,189

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

大川口地区農業集落排水処理施設（栗原市）を石越浄化センター（栗原

市：迫川流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石越浄化センター 栗原市 
大川口地区農業集落

排水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 0.94 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

4,189 千円/年 

スケジュール 令和 6 年に統廃合予定 
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(セ) 栗原市高橋地区→栗原市迫川処理区（登米・栗原ブロック） 

 

表 １-３０ 計画汚水量の推計結果（栗原市高橋地区→栗原市迫川処理区） 

 

 

表 １-３１ 経済性比較検討結果（栗原市高橋地区→栗原市迫川処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④ ⑥=⑤/0.75

接続元 栗原市 高橋地区 高橋地区
髙橋農業集落排水処

理施設
28.8 61,588 42,435 0.689 19.8 26.4

接続先 栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,537.0 66,590 46,291 0.695 3,848.2 5,130.9

統廃合
後

栗原市
迫川流域
関連公共

迫川処理区 石越浄化センター 5,565.8 3,868.0 5,157.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 栗原市 農集排 高橋地区 26.4
接続先 栗原市 流域 迫川処理区 5,130.9

統廃合後 栗原市 流域 迫川処理区 5,157.3 0 794 794 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 542 管路 1,180
機械電気 2,121 MP 410
計（①） 2,663 計（②） 1,590

1,580 管路 53
4,243 MP 245

処理場
（増分）

241

計（④） 539
2,129

建設費 ①-② 1,073
維持管理費 ③-④ 1,041

計 A-B 2,114

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

高橋地区農業集落排水処理施設（栗原市）を石越浄化センター（栗原市：迫川流

域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石越浄化センター 栗原市 
高橋地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 0.79 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

2,114 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 9 年に統廃合予定 
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(ソ) 石巻市本町地区→石巻市北上川下流処理区（石巻ブロック） 

 

表 １-３２ 計画汚水量の推計結果（石巻市本町地区→石巻市北上川下流処理区） 

 

 

表 １-３３ 経済性比較検討結果（石巻市本町地区→石巻市北上川下流処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 石巻市
本町地

区
本町地区

本町地区農業集落
排水処理施設

170.0 89,722 66,068 0.736 125.1 166.8

接続先 石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,366.0 129,808 99,909 0.770 14,911.8 19,882.4

統廃合
後

石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,536.0 15,036.9 20,049.2

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 石巻市 農集排 本町地区 166.8
接続先 石巻市 流域 北上川下流処理区 19,882.4

統廃合後 石巻市 流域
北上川下流処
理区

20,049.2 0 104 104 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,336 管路 155
機械電気 5,235 MP 410
計（①） 6,571 計（②） 565

5,335 管路 7
11,906 MP 245

処理場
（増分）

938

計（④） 1,190
1,755

建設費 ①-② 6,006
維持管理費 ③-④ 4,145

計 A-B 10,151

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 
本町地区農業集落排水処理施設（石巻市）を石巻浄化センター（石巻市：

北上川下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石巻浄化センター 石巻市 
本町地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 0.10 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

10,151 千円/年 

スケジュール 令和 13 年に統廃合予定 
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(タ) 石巻市和渕地区→石巻市北上川下流処理区（石巻ブロック） 

 

表 １-３４ 計画汚水量の推計結果（石巻市和渕地区→石巻市北上川下流処理区） 

 

 

表 １-３５ 経済性比較検討結果（石巻市和渕地区→石巻市北上川下流処理区） 

  

 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 石巻市
和渕地

区
和渕地区

和渕地区農業集落
排水処理施設

255.0 89,722 66,068 0.736 187.7 250.3

接続先 石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,366.0 129,808 99,909 0.770 14,911.8 19,882.4

統廃合
後

石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,621.0 15,099.5 20,132.7

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 石巻市 農集排 和渕地区 250.3
接続先 石巻市 流域 北上川下流処理区 19,882.4

統廃合後 石巻市 流域
北上川下流処
理区

20,132.7 0 5,255 5,255 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 1,630 管路 7,810
機械電気 6,387 MP 410
計（①） 8,017 計（②） 8,220

6,974 管路 351
14,991 MP 245

処理場
（増分）

1,407

計（④） 2,003
10,223

建設費 ①-② -203
維持管理費 ③-④ 4,971

計 A-B 4,768
A-B≧0であるため、統廃合有利

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

和渕地区農業集落排水処理施設（石巻市）を石巻浄化センター（石巻市：北上川

下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石巻浄化センター 石巻市 
和渕地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 5.26 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

4,768 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 13 年に統廃合予定 

 

  



 

45 

 

(チ) 石巻市定川地区→石巻市北上川下流処理区（石巻ブロック） 

 

表 １-３６ 計画汚水量の推計結果（石巻市定川地区→石巻市北上川下流処理区） 

 

 

表 １-３７ 経済性比較検討結果（石巻市定川地区→石巻市北上川下流処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 石巻市
定川地

区
定川地区

定川地区農業集落
排水処理施設

257.0 89,722 66,068 0.736 189.2 252.3

接続先 石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,366.0 129,808 99,909 0.770 14,911.8 19,882.4

統廃合
後

石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,623.0 15,101.0 20,134.7

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 石巻市 農集排 定川地区 252.3
接続先 石巻市 流域 北上川下流処理区 19,882.4

統廃合後 石巻市 流域
北上川下流処
理区

20,134.7 0 875 875 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,637 管路 1,300
機械電気 6,412 MP 410
計（①） 8,049 計（②） 1,710

7,011 管路 58
15,060 MP 245

処理場
（増分）

1,419

計（④） 1,722
3,432

建設費 ①-② 6,339
維持管理費 ③-④ 5,289

計 A-B 11,628

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

定川地区農業集落排水処理施設（石巻市）を石巻浄化センター（石巻市：

北上川下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石巻浄化センター 石巻市 
定川地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 0.88 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

11,628 千円/年 

スケジュール 令和 13 年に統廃合予定 
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(ツ) 石巻市笈入地区→石巻市北上川下流処理区（石巻ブロック） 

 

表 １-３８ 計画汚水量の推計結果（石巻市笈入地区→石巻市北上川下流処理区） 

 

 

表 １-３９ 経済性比較検討結果（石巻市笈入地区→石巻市北上川下流処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 石巻市
笈入地

区
笈入地区

笈入地区農業集落
排水処理施設

177.0 89,722 66,068 0.736 130.3 173.7

接続先 石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,366.0 129,808 99,909 0.770 14,911.8 19,882.4

統廃合
後

石巻市
北上川
下流流
域関連

北上川下流処
理区

石巻浄化センター 19,543.0 15,042.1 20,056.1

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 石巻市 農集排 笈入地区 173.7
接続先 石巻市 流域 北上川下流処理区 19,882.4

統廃合後 石巻市 流域
北上川下流処
理区

20,056.1 0 4,571 4,571 1

MP自然
流下

圧送 計
対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

土木建築 1,363 管路 6,793
機械電気 5,340 MP 410
計（①） 6,703 計（②） 7,203

5,480 管路 305
12,183 MP 245

処理場
（増分）

977

計（④） 1,527
8,730

建設費 ①-② -500
維持管理費 ③-④ 3,953

計 A-B 3,453

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

笈入地区農業集落排水処理施設（石巻市）を石巻浄化センター（石巻市：北上川

下流流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施

設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石巻浄化センター 石巻市 
笈入地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合

に伴う

整備内

容 

管路： 4.57 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組に

よる 

効果 

年あたり費用 

3,453 千円/年 

スケジ

ュール 
令和 13 年に統廃合予定 
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(テ) 石巻市倉 地区→石巻市北上川下流東部処理区（石巻ブロック） 

 

表 １-４０ 計画汚水量の推計結果（石巻市倉 地区→石巻市北上川下流東部処理区） 

 

 

表 １-４１ 経済性比較検討結果（石巻市倉 地区→石巻市北上川下流東部処理区） 

  

 
 

※留意事項 

 接続先の既設管路施設の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

 接続先の処理場の維持管理費及び改築更新費は考慮しない 

  

【実績】
2016年
日平均
汚水量

【実績】
2016年
現況

行政人口

【計画】
2035年
将来

行政人口

【計画】
2035年

将来/現況
行政

人口比率

【計画】
2035年
日平均
汚水量

【計画】
2035年
日最大
汚水量

（m3/日） （人） （人） （m3/日） （m3/日）

① ② ③ ④=③/② ⑤=①×④
⑥=⑤
/0.75

接続元 石巻市
倉 地

区
倉 地区

倉埣地区農業集落
排水処理施設

87.0 45,614 33,588 0.736 64.0 85.3

接続先 石巻市
北上川
下流東
部流域

北上川下流東
部処理区

石巻東部浄化セン
ター

10,964.0 52,144 37,610 0.721 7,905.0 10,540.0

統廃合
後

石巻市
北上川
下流東
部流域

北上川下流東
部処理区

石巻東部浄化セン
ター

11,051.0 7,969.0 10,625.3

※⑥の統廃合後の値は、⑤の統廃合後の値を0.75で除した値である。

対象 市町村 事業 処理区 処理場

（m3/日） （m） （m） （m） （箇所）
接続元 石巻市 農集排 倉 地区 85.3
接続先 石巻市 流域 北上川下流東部処理区 10,540.0

統廃合後 石巻市 流域
北上川下流東
部処理区

10,625.3 0 3,131 3,131 1

対象

計画諸元 接続諸元

市町村 事業 処理区

【計画】
2035年
日最大
汚水量

管路延長

MP自然
流下

圧送 計

土木建築 962 管路 4,653
機械電気 3,769 MP 410
計（①） 4,731 計（②） 5,063

3,427 管路 209
8,158 MP 245

処理場
（増分）

584

計（④） 1,038
6,101

建設費 ①-② -332
維持管理費 ③-④ 2,389

計 A-B 2,057

維持管理費

統廃合する場合

経済性比較結果
年あたり

費用
（千円/年）

計（A）

A-B≧0であるため、統廃合有利

建設費建設費年あたり
費用

（千円/年） 年あたり
費用

（千円/年）

維持管理費（③）

計（B）

単純更新する場合（統廃合しない）
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概略 

倉 地区農業集落排水処理施設（石巻市）を石巻東部浄化センター（石巻

市：北上川下流東部流域関連公共下水道）に接続 

関係 

処理施設 

接続先処理施設 接続元処理施設（廃止予定施設） 

自治体名 処理施設名 自治体名 処理施設名 

宮城県 石巻東部浄化センター 石巻市 
倉 地区農業集落排

水処理施設 

位置図 

 

統廃合に伴う

整備内容 
管路： 3.13 km ,マンホールポンプ： 1 箇所 

取組による 

効果 

年あたり費用 

2,057 千円/年 

スケジュール 令和 13 年に統廃合予定 

 

  


